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数学科学習指導案
活動場所 本校舎２階 ３年３組教室

男子１７名
生 徒 数 ３年３組 計３２名

女子１５名

指 導 者 教 諭 油 田 深 作

教 諭 原 田 貴 史

「相似な図形」１ 単元名

２ 単元について
図形領域における中学３年のねらいは，図形の相似や三平方の定理について，観察，操作や実験を通し

て理解し，それらを図形の性質の考察や計量に用いる能力を伸ばすとともに，図形について見通しをもっ

て論理的に考察し表現する能力を伸ばすことである。

中学１年では，対称な図形や角の二等分線，垂直二等分線などの基本的な作図，さらに空間図形の構成

や表面積，体積の学習により，直観的な見方や考え方を深めるとともに，論理的に考察する基礎を培って

。 ， ， ， ，きた 中学２年では 三角形や四角形 円などの性質を見出し その性質を演繹的な推論によって確かめ

見通しをもって論理的に考察できるようになってきた。

， ， ， ， ，本単元では 観察 操作や実験を通して 図形の相似について理解し 三角形の相似条件をもとにして

図形の性質の考察や計量などを行うことができるようにするとともに，図形について見通しをもって論理

的に考察し，表現する能力を一層伸ばしていきたい。

学級の実態は，数学の学習への取組が真面目で，明るい雰囲気の中で授業が展開できている。しかし，

学習内容の定着には個人差があり，基礎学力が定着していない生徒も数名いる。また，自分の考えを積極

的に述べることができる生徒が限られており，全体的に表現力が乏しい。実態調査の結果は，次の通りで

ある。 （Ｈ２０，８，１実施 ３年３組２８名：欠席３名）＜通過率は％＞

番 問 題 正答率 番 問 題 正答率

三角形の合同条件をいいなさい 次のｘの値を求めなさい。１ ８２％ ４

( )( ) １：２＝ｘ：１６1 1
２ ８９％次の図( )( )は，ＰＱ ＢＣです。図の中の1 2 ／／

( )等しい角をすべて記号で答えなさい。 ( ) ９：ｘ＝５：３2 2
( ) ５７％( ) ( )1 2 1

１２ ｘ
６８％ ( )( ) ＝3 3
( ) ５０％2

１０ ４

二等辺三角形ＡＢＣ７２％ ５

完答の等しい辺ＡＢ，Ａ

５０％Ｃ上に，右図のよう

３ 条件不次の比を簡単にしなさい。 に，ＢＤ＝ＣＥとな

( ) 足( ) ２４：１６ るようにそれぞれ点1 1
８２％ ２８％Ｄ，Ｅをとり，Ｂと

( ) 無答( ) １ ２：３ Ｅ，ＣとＤをそれぞれ結びます。このとき，2 ． 2
３２％ ２２％ＣＤ＝ＢＥであることを証明しなさい。

課題として，次の点が挙げられる。

① 平行線と角の関係を再確認する必要がある。

② 比の意味や性質（内項の積＝外項の積）を確認しておく必要がある。

③ 図形の性質について，ほとんど理解できていない生徒が４～５名ほどいる。

本単元の指導に当たっては，まず，予習学習に取り組ませることで，自分自身で分かることと分からな

いことをはっきりと気付かせてから授業に臨ませ，学習への意欲（興味・関心）を高めさせたい。次に，

授業開始段階で，毎時間スキルアップファイブ（サーフ）を行い，基本的な計算技能の向上と定着を図り

たい。授業の展開段階では，予習学習を生かした授業を展開するために，学習課題を工夫し，数学的な活

動を取り入れることで，考え方及び解き方における比較をさせたり，新たな考え方を追究させたりしてい

きたい。また，自分の考えを発表させ，筋道を立てて説明させる場の設定や授業形態の工夫をしていきた
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い。終末段階では，ポストテストによる学習内容の定着，ふりかえりカードによる自己評価力の育成，基

， 。 ，礎・発展問題によるに個に応じた問題演習 活用問題に取り組む活動などを取り入れていきたい さらに
ティーム・ティーチングによる個別支援を充実させ，個を伸ばす指導を行っていきたい。

３ 単元の学習目標
， 。( ) 図形の拡大・縮小の意味や相似な図形の性質に関心をもち 積極的に図形の考察に活用しようとする1

（数学への関心・意欲・態度）
( ) 三角形の相似条件を見出し，その三角形の相似条件を利用して，図形の性質を考察し，それを証明す2
ることができる。 （数学的な見方や考え方）

( ) 相似な図形の性質を用いて，対応する辺の長さや角の大きさ，間接的に距離や高さなどを求めること3
ができる。 （数学的な表現・処理）
( ) 相似な図形の意味や性質，三角形の相似条件，平行線と比の性質，中点連結定理について理解する。4

（数量・図形などについての知識・理解）

４ 単元の学習計画及び評価規準

時間 学習の目標 評価規準

○ 拡大・縮小及び拡大図・縮図の意味を理解する。 ◆ 相似な図形のかき方や性質に興味をもち，自分で拡大
。１ ○ 図形を拡大・縮小する操作を通して，相似の意味を ・縮小の意味や相似な図形の性質を調べようとしている

理解する。 （関心・意欲・態度）

～

。（ ）３ ○ 相似な図形の性質を理解する。 ◆ 相似な図形の意味や性質を理解している 知識・理解
○ 相似な図形や相似比を利用して，対応する辺の長さ ◆ 相似な図形の性質を利用して，対応する辺の長さや角
や角の大きさを求めることができる。 の大きさを求めることができる （表現・処理）。

○ 拡大図のかき方を通して，三角形の相似条件を理解 ◆ 三角形の合同条件をよりどころにして，相似条件を考
する。 察することができる （見方や考え方）。

４ ○ 三角形の相似条件を用いて，図形の性質の証明がで ◆ 三角形の相似条件を理解している （知識・理解）。
きる。 ◆ ２つの三角形が相似であるかを，三角形の相似条件を

～

６ ○ 相似の位置や中心の意味を理解し，拡大図や縮図を 用いて考察することができる （見方や考え方）。
かくことができる。 ◆ 相似の中心を利用して，拡大図や縮図をかくことがで

きる （表現・処理）。

７ ○ 縮図を利用して 距離や高さを求めることができる ◆ 相似の考えを用いて，間接的に距離や高さを求めるこ， 。
とができる （表現・処理）。

８ ○ 確かめように取り組む。

９ ○ 三角形の１辺に平行な直線が，他の２辺と交わると ◆ 平行線と比についての性質を，三角形の相似条件や平
(本時) き，その２辺を等しい比に分けることを理解する。 行線の性質を用いて考察することができる （見方や考え。

○ 平行線と比の定理を利用して，線分の長さを求める 方）

～

１０ ことができる。 ◆ 平行線と比の定理を用いて，線分の長さや比を求める
ことができる （表現・処理）。

○ 三角形の２辺を等しい比に分ける２点を結ぶ線分 ◆ 比と平行線の定理や中点連結定理を用いて，図形の性
１１ は，残りの辺に平行になることを理解する。 質を考察してたり，証明したりすることができる （見方。
○ 中点連結定理を理解し，それを図形の性質の証明に や考え方）

～
１３ 利用することができる。 ◆ 比と平行線の定理を用いて，平行な線分の見付けるこ

とができる （表現・処理）。

１４ ○ 確かめように取り組む。
１５ ○ ３章のまとめに取り組む。

１６ ○ 単元テストで学習を振り返る。
１７

５ 本時の実際（９／１７）
( ) 題材名 「平行線と比」1
( ) 学習目標2
平行線と比の性質を，三角形の相似条件や平行線の性質を用いて見出し，それを確かめることができ
るとともに，具体的な場面で活用できる。

( ) 授業設計の視点3
ア 思考力，判断力，表現力を育てるための手だての工夫（研究との関連⇒予習学習の導入）

「平行線と比」の学習の予習学習として，教科書を読ませ 「？」問題や問いなどを解き，大事な，
ポイントをノートにまとめてくる。このことによって，本時の学習に疑問や興味をもち，分かること

と分からないことがはっきりとし，学習意欲の向上にもつながると考えた。また，導入段階では，教

師の発問や生徒の説明により，予習学習の内容の理解の確認をするとともに，一歩踏み込んだ考えの

深まりへとつなげていきたい。また，ペア学習での相互説明を通して，自分の考えを伝える力や友達
の意見を聞く力も身に付けさせたい。
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イ 学習課題の設定及び学んだことを活用するための学習指導過程の工夫（研究との関連⇒学習課題の
工夫・学習指導過程の工夫）

学習課題の設定においては 「予習学習でまとめてきた定理等を利用できそうだ」という学習意欲，
を高めさせたい。
学習指導過程の工夫においては，導入の段階では，基本的な計算技能の定着を図るために，スキル

アップファイブ（サーフ）を行いたい。展開の段階では，予習学習を通して学んだことや授業を通し
て学んだことによって，自力で課題を解決することのできる喜びを味わわせ，主体的に取り組ませる
ために，工夫した学習課題を提示したい。終末の段階では，本時の学習を振り返り，自己評価力を養

い，学習内容の定着を図るとともに，次の指導に生かすために，ポストテストとふりかえりカードを
活用したい。

( ) 授業の展開4
過 時 学習活動 指導上の留意点と研究の視点（◆評価）
程 間

＜視点イ＞１ スキルアップファイブ（サーフ）
○ スキルアップファイブを授業の開始時に行い，基本的な計に取り組み，その後，自己採点及び
算技能の定着を図る。自己評価を行う。

５
＜Ｔ１＞ ＜Ｔ２＞分
○ 予習状況の確認を行う。 ○ 過去の取組状況から，数名

○ 間違いの多い問題について に絞って，個別支援を行う。

は，取り上げて解説を行う。

＜視点ア＞２ 予習学習の内容について発表し，
○ 発問及び生徒に説明させることで，予習学習の内容の理解導 確認をする。
の確認と一歩ふみこんだ部分を考えさせる深化につなげる。入 Ａ

Ｐ Ｑ ○ 予習学習を通して，学んできたことや疑問に思っ
Ｂ Ｃ たことなどを確認する。

ＰＱ ＢＣならば ○ 予習学習を生かして，発問により，平行線と比の10 ／／
分 ・△ＡＰＱ∽△ＡＢＣ 定理を導きながら確認をする （問１を扱う ）。 。

＜予習学習が十分の場合＞ ＜予習学習が不十分の場合＞・ＡＰ：ＡＢ＝ＡＱ：ＡＣ
①相似な三角形の確認 ①三角形の相似条件の確認＝ＰＱ：ＢＣ
②相似な三角形の証明 ②平行線の性質の確認＜予習のまとめ＞

③相似な図形の性質の確認 ③相似な三角形の証明ＰＱ ＢＣならば／／
④平行線と比の定理のまとめ ④相似な図形の性質の確認

⑤平行線と比の定理のまとめ

○ 補助黒板や補助教材を使って，補足説明をする。
○ 平行線と比の性質を予習学習のまとめとする。

３ 学習のめあてを確認する。 ○ 予習学習の内容と関連させて，めあてを提示する
平行線と比の性質を利用して，長 ようにする。

， 。さを求めるには どうすればよいか
４ 学習課題を把握する。 ○ 学習課題を提示し，問題場面を把握させる。

＜Ｔ１＞ ＜Ｔ２＞１ｍの棒ＡＢと３ｍの棒ＣＤが少

○ 学習課題の場面の説明をす ○ 学習課題を黒板に貼り，線し離れて垂直に立っている。ＡＤと
る。 を引くなど，視覚に訴える。ＢＣを結び，交点をＰとするとき，

Ｐの高さを求めなさい。 ○ 学習課題を配布し，ノートに貼らせる。

Ｃ ○ 求めるものとわかっているものに線を引かせ，問
Ａ 題を理解させる。

Ｐ ○ 場面設定において，高さをｘとし，分かっている
こと（線分の長さや垂直の印等）を書き込ませ，考

Ｂ Ｄ え方の見通しをもたせる。



- 4 -

＜視点イ＞５ 高さｘを求め，学習課題の解決に

○ 予習学習を通して学んだことや疑問に思ったことを解決し取り組む。

たことによって，課題を自力で解決することのできる喜びを① 自力解決

味わわせる。

＜Ｔ１＞ ＜Ｔ２＞15

○ 机間指導で，全体的に支援 ○ 取組の遅い生徒に絞って，分

を行う。 個別支援を行う。

② ヒント ○ ｘを求めるためには，△ＢＣＤまたは△ＤＡＢに

展 ・△ＢＣＤまたは△ＤＡＢに着目 着目することに気付かせる。

開 ○ 平行線と比の定理を活用するためには，条件が不

３ 足することに気付かせる。

＜Ｔ１＞ Ｔ２＞ｘ

○ 発問により，手がかりに気 ○ 補助黒板や補助教材を使っ

付かせていく。 て，補足説明をする。１ ｘ

・△ＡＢＰ∽△ＤＣＰに着目 ○ △ＡＢＰ∽△ＤＣＰに気付かせ，平行線や相似条

件を確認した上で，対応する辺の比を考えさせる。

３ ○ ＢＰ：ＰＣ＝１：３ならば，ＢＰ：ＢＣ＝１：４

１ になることを確認する。

③ 自力解決

＜視点ア＞④ 相互説明（ペア学習）

○ 自分の考えを伝える力，友達の意見を聞く力を身に付けさ

せる。

６ 学習課題の解決の確認をする。 ○ 生徒の考えを黒板に板書させ，発問により，学習

課題の解決の確認をする。

７ 練習問題に取り組む。 ○ 練習問題に取り組み，平行線と比の定理を活用で

・教科書Ｐ１１８問４（１ （３） きるようにさせる。10 ）

分 ・ワーク ○ 早く終わった生徒には，ワークの指示をする。

＜Ｔ１＞ ＜Ｔ２＞

○ ＯＨＰを使って，解答・解 ○ 取組の遅い生徒に，個別支

説をする。 援を行う。

８ 学習の内容についてまとめる。 ○ 「①平行線②対応する線分の比」に着目すれば，

平行線と比の性質の利用 平行線と比の性質が利用できることをまとめる。

５ ① 平行線を見付ける。 ○ 平行線と比の定理について，関係を図として確認

分 ② 対応する線分から比をつくる。 し，教科書で定理「平行線と比」の再確認をする。

○ ＡＰ：ＰＢ≠ＰＱ：ＢＣにもふれておく。

○ ＡＰ：ＰＢ＝ＡＱ：ＱＣについては，次時の学習

終 で取り扱う。

＜視点イ＞末 ９ ポストテストに取り組み，ふりか

○ ポストテストで，本時の学習を振り返り，学習内容の定着えりカードで自分の今日の学習を振

を図り，自己評価をさせるとともに，次の指導に生かす。り返る。

５

分 ○ ＯＨＰを使って解答・解説をし，学習の振り返り

について発表させる。

本時のまとめをし，次時の学習内 ○ ＢＤの長さが変化するときのＰの高さについてふ10
容を知る。 れる （相似の応用の問題提起 （パソコンの利用）。 ）

○ 次時の学習の予告をし，意欲付けをする。


